
 

 

一人ひとりが輝き、笑顔あふれる運動会！ 

副校長 中西 建介  
 

朝夕の冷え込みが一段と厳しくなり、秋の深まりを感じる頃となりました。この季節は、
芸術の秋や読書の秋など、物事に集中して取り組むことに適している時期といわれますが、
学校では様々な秋を満喫している子どもたちの姿が見られます。 
１０月１５日は、時折、雲間から日の光が差し込むような秋空の下、多くの保護者や学校

運営協議会委員の方々にお越しいただき、運動会を開催することができました。今年度も上
大岡小学校の校庭をお借りしましたが、日頃、高学年の子どもたちが体育学習で体育施設や
設備を利用させていただくだけでなく、運動会当日も教職員の方々が運動会の運営を支えて
くださるなど、校長先生をはじめ教職員の皆様のご厚意に心より感謝申し上げます。また、
近隣の方々のご理解ご協力にも深く感謝申し上げます。 
今年度の児童会テーマは「 汐見の絆 ～絆マスターにみんなでなる！～ 」でした。子ども

たちは練習のときから、このスローガンをよく意識し、学級や学年、そして全校で協力しな
がら準備を進めてきました。１・２年生は小学校生活初めての運動会に胸を躍らせ、６年生
は小学校生活最後の運動会に思いを込め、また、３年生から５年生も一人ひとりがしっかり
とめあてをもち、目を輝かせながら練習に取り組む姿が見られました。私たち教職員も日々
の練習の中で子どもたちの確かな成長を実感しつつ、頑張る子どもたちの思いに応えていこ
うと、安全や感染防止に十分に留意して練習を進めてきました。運動会当日は、それまでの
頑張りを存分に発揮し、どの子の表情も真剣で生き生きと輝いていました。「伝統」と「創
造」をテーマに友達と心を一つにしてつくり上げたソーラン節、友達と力を合わせて勝利を
めざした団体競技、ゴールまで全力で駆け抜けた個人競技、各色の代表として誇りをもって
臨んだ４色対抗リレー、応援団長を中心にお互いの健闘を称え合ったエール交換など、最後
まであきらめずに一生懸命に頑張りぬいた子どもたちの姿に心が動かされ感動の拍手が沸き
起こる場面が何度もありました。各代表の言葉、運動会係活動等にも練習を重ねた成果が随
所に見られるなど、子どもたちの心と心が結びつき、絆を深めながらつくり上げた最高の運
動会になりました。 
このような運動会ができたのも、子どもたちの頑張りはもちろんですが、これまで子ども

たちに関わってくださった多くの方々の支えがあったからこそです。特に保護者の皆様には、
お子様の体調管理や持ち物の準備、参観人数の制限や
拍手での応援等、様々なところでご協力をいただき、
本当にありがとうございました。運動会に関わる取組
を通して、子どもたちが健やかに成長する姿が見られ
たのも皆様のおかげであることを改めて感じました。 
１１月は、たてわりペア遠足、区小学校児童音楽会、

遠足、スポーツ交流会等が予定されています。多くの
友達と協力しながら、一つ一つの行事や日々の学習に
取り組んでいけるよう、教職員一同、支援していきま
す。今後も、保護者や地域の皆様のご理解ご協力をお
願い申し上げます。 
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